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▲全体配置計画図
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注目情報

～基本設計の方針～

～建設事業費～

～新総合体育館の機能（各諸室の特徴）～

～今後のスケジュール～
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北アルプスへの眺望を最大限確
保し、安曇野らしさが感じられる
空間を目指します。また、公園利
用者も気軽に利用できるよう、プ
ロムナードから直接アクセスでき
るようにします。

メインアリーナの観客席の後ろ
には幅約 2 ｍ、１周約 200 ｍの
ランニングコースを設置し、日
頃の健康づくり・体力づくりの
場として利用できます。

トレーニング室は誰でも利用
しやすいよう多目的利用室を
兼ねており、移動間仕切によ
り 2 部屋に分割することで、
複数の団体の同時利用ができ
ます。

メインアリーナに面して幼児
体育室を設けることで、スポ
ーツをしながら子どもを見守
れるようにします。また、幼
児の体力づくりの場としても
利用できます。

こ の ほ か、
バドミントン
公 式 3 面、
卓 球 公 式 4
面で利用で
きます。

このほか、バドミントン公式 10
面、卓球公式 12 面、フットサル
公式１面、バレーローカル 3 面
でそれぞれ利用できます。
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約32.0m×
　約19.5ｍ
（競技面）
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建築面積：約 5,555㎡
延べ面積（屋内のみ）：約 7,300㎡
延べ面積（半屋外 を含む）：約 7,725㎡

※今後行う実施設計により、変更となる場合があり
ます。 問総合体育館建設推進課（4�71・2006　6�72・1340）
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（備品購入費は、別途 1 億 5 千万円程度を見込みます。）
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●市民交流を促す体育館
スポーツ利用者だけでなく誰もが気
軽に利用できるよう、ラウンジやロ
ビー等市民の憩いの空間を整えます。
また、トレーニング室や会議室など
は多目的利用に配慮し、さまざまな
交流活動に使用できる施設とします。

●安全・安心な体育館
災害時に一定期間避難生活を行うこ
とのできる指定避難所として、災害
に強い施設を目指します。サブアリ
ーナには災害支援物資の集配場所と
しての機能を持たせます。また、防
災倉庫には簡易組立トイレを備蓄し
ます。

●スポーツ拠点となる体育館
メインアリーナは、大規模な大会会
場としても利用できるよう、主要な
競技規則を満たす規模を有します。
観客席は 1,000 席の常設席を含め、
イベント時には仮設席と合わせ最
大 2,000 席を確保します。

●安曇野らしい体育館
高さを抑えた緩やかな曲面の大屋
根が北アルプスの山並みに呼応し、
良質な景観を生み出すとともに、
アリーナやエントランスホールに
は市内産木材を活用し、ぬくもり
ある安曇野らしい環境に配慮した
施設を目指します。

新総合体育館に伴う概算事業費は、約
38 億円を基準として事業を進めていき
ます。

新総合体育館単体の工事費等 約 33 億円

拡張用地費・駐車場整備等一式 約 5 億円

合　計 約 38 億円

バスケ公式1面 バレー公式1面


